
No.1

　学校としてめざす方向性

○生徒と授業を大切にする

　　・学校評価を意識して学びの質を重視した授業改善を図る。

　在り方の検討。

　 伝え、効率的・効果的な広報活動を展開する。

○学校改善に向け、生徒・保護者・教職員及び法人関係者が一体となった取組を展開する。

○コロナ禍にあって、学校関係者評価委員に来校いただけない状況も鑑み、第三者評価の在り方も検討する。

3　コロナ禍における学校評価の

○各種校務・事務の効率化、見直し、改善により、「働き方改革」を推進する。 　

○｢学校グランドデザイン｣を踏まえ、｢スクール・ミッション｣と｢スクール・ポリシー｣の策定に着手する。

昨年度までの成果と課題 具　　体　　的　　目　　標

○自律自誓の精神を涵養する

　　・自己の言動への責任を自覚させる。

　 コロナ禍において、できる限りの

年　度　重　点　目　標

感染対策をとりながら、可能な範

　（1）豊かな人間性を養う教育
　　　（徳育）の推進

囲での積極的な教育活動を図っ

◆成果

た。特に学習活動においては、各

コースの特長を生かした主体的な

　　・自己を律し、課題を解決する習慣と努力を促す。

    ・自らを省みる時間を大切にすることで、自律自誓の精神を養う。

　  ・人権尊重の精神と生命への畏敬の念を深める。

　　・自分だけでなく他者をも思いやり尊重する態度と他者と協調する態度を身につけさせる。

　　・キャリア教育や社会貢献活動等をとおして社会の一員であることを自覚させ、自尊感情を高める。

活動に取り組むことができた。これ

もひとえに生徒、教職員の協力の

賜である。

○総合的な人間力を育成する

令和４年度　奈良大学附属高等学校　　学校評価総括表

　　・凡事徹底を図り、規範意識の向上に努める。

　　・感染症対策など、危機回避能力を身につける。

　　・いじめを許さない気風を醸成する。

B

総合評価

１  学校経営目標の実現

学校運営方針

　建学の精神である「努力すること」の大切さと「正しきに強き人」の育成の達成のため、基礎学力の完全な定着に
努めるとともに基本的な生活習慣の確立を徹底させ、社会に役に立つ人材育成に全力を尽くす。そのために様々
な教育活動をとおして多くの知識・技能を身につけさせ、自ら課題を発見し、よく思考し、判断し、行動し、解決する
能力を培い、努めることができる人間になれるよう、一人ひとりを大切にした確かな教育の実践を推進する。

に基づき、教員が｢組織｣としての

協働意識を持ち、より一層相互

　　・授業で勝負する姿勢を堅持し、生徒一人ひとりと向き合う。

（2）確かな学力を養う教育
　　　（知育）の推進

　　・授業研究と創意工夫により生徒の心に火をつけるような授業をめざす。

　　・新学習指導要領の実施を控え、カリキュラム・マネジメントに努める。

　　・主体的・対話的で深い学びやICT活用などの授業研究に取り組む。

の連携を強化して教育活動に取

を示した｢学校グランドデザイン｣

　発信の充実　　

　（3）健全な精神と健康を養う
　　　教育（体育）の推進

2　外部との連携強化及び情報　　　

○基本的生活習慣を確立させる　

◆課題 　　・食事、運動、睡眠などの基本的生活習慣を重視する。

　　・敬意と親愛と感謝をこめた明るい挨拶を心がける。

○感染防止対策を徹底した上で、オープンキャンパスや入試説明会を実施するとともに、ホームページ等による

り組むことが求められる。

　　・部活動や体育の授業だけではなく、自らの生活の中に体力向上をめざした運動の習慣を確立させる。

　　・式典時の校歌斉唱や部活動応援などをとおして学校への帰属意識や愛校心を培うとともに、奈良大学

   学校行事や活動成果の積極的な情報発信で、中学生やその保護者、ひいては広く県民に対し本校の魅力を

      附属高校生としての誇りと自覚を高める。

○「地域と共にある学校づくり」を推進し、地域行事への参加や諸機関・施設との連携を強化する。



No2

部　名 成果と課題

B B
第三者からの率直な御意見・指導を受けとめ、改善
したい。

A

A

C

A

A

学校行事および教務部の業務の遂行は、年度当初
の予定通り実行できた。

教務部

①適宜カリキュラム委員会を開催する。

新教育課程実施

A

新学習指導要領の円滑な実施の
ために点検を行い、必要に応じて調
整する。

②県が主催する学習指導要領に係わる研修や各教科・科目の研究
団体主催の研究会には積極的に参加する。

A

A②授業やホームルーム活動の改善を支援する。

新コロナウイルス感染症対応マニュアルに基づき、関係部署と連携を
とりながら、校内での感染防止対策を徹底する。必要に応じて、感染
防止対策に必要な物品の整備を行う。

A

学校業務の円滑化

カリキュラムマネジメントを見据え、
本校教員の資質向上ならびに授業
改善を図る。

A

A

新型コロナウイルス
感染防止への対応

消毒液の準備など、生徒の安全・
安心な学校生活のための環境を整
備する。

３泊４日の国内旅行であったが、特に大きなトラブル
もなく、終了することができた。来年度はより発展的
な活動になるように引き続き考えていきたい。

A

公開授業実施の促進はできなかった。ICT教育推
進に向けて、積極的な支援はできたと感じる。「シラ
バス」は新カリキュラムに沿った内容に更新できた。

気象庁の訓練用キットを使用して、シェイクアウト行
動を実施した。コロナウイルス感染症予防のため、
全体の避難行動は実施しなかった。

B

授業改善と教員
の資質向上

B

①各部・各学年・各コースとの連携を図る。（会議や研修等による情
報共有）

B

③総合的な探究の時間を計画・実施する。

A

②『教務部年間実務表』にもとづき、教務業務をスムーズに計画・実
施する。

授業、学校行事、その他の教育活
動が円滑に実施されるための調整・
支援を行うとともに、改善に向けた
点検も怠らず行う。

山陵祭の運営
（文化祭・体育祭）

生徒が活躍することができる環境を
整備する。

A

A

各部署と連携しながら、感染防止対策を徹底した。

③『シラバス』を発行する。

B

A

文化祭では生徒会指導部とともに準備や片付けを
適切に行った。体育祭はコロナウイルス感染症拡大
防止のため半日で実施した。

①公開授業の積極的実施を促す。

新しいカリキュラムの実施に伴い、関係各所と連携
しながら、調整、あるいは今後に向けた課題の発見
に努めた。コロナの影響もあり、各研修会への参加
はあまり進められなかった。総合的な探究の時間は
予定通り実施できた。

【項目ごとの評価】学校自己評価　　A : 達成できている　　B : 概ね達成できている　　C : 少し課題を残している　　D : 課題を残している

評価項目

生徒会指導部・保健体育部・生徒指導部をはじめとする各部と連携
し、準備や片づけを効果的に行う。生徒の安全確保を最優先し適切
なサポートを行う。

学校評価の実施
学校関係者評価及び第三者評価
の充実

学校評価制度の円滑な運営に努める。

具体的目標

A

校内美化への取組を引き続き行い、校内美化意識
を高めるとともに、各室の経年による劣化の著しい
箇所や、改善を要する部分について調査し、補修に
取り組んでいきたい。

A

B

B防災意識の向上を図る。

評価具体的方策（評価の指標）

校内美化への取組 校内美化の徹底

生徒会と連携しながら生徒たちの校内美化への意識を高める。週に
一回程度、ホームルーム教室以外の場所の清掃を担任と学年係が
連携して組織的に行うことで、校内美化の徹底を図る。また、各教室
に備えてある清掃用具やゴミ箱など点検や備品等の整備を行う。

普通教室及び
その他の施設の
設備保守・点検

各教室の責任者と連携をとりなが
ら、定期的に点検を行い、必要に応
じて設備の修繕を行う。

半年に一回、設備等の点検を行い、必要に応じて設備の修繕・改善
を行う。

校外での集団活動をとおして、生徒による自主的・実践的な取組が
行われるよう、十分な生徒理解に基づき当該学年とともに旅行会社と
調整を行う。研修旅行での経験をとおして、より発展的な教育活動を
展開していけるよう、生徒・保護者とも連携を十分に図り、サポートす
る。

防災への取組

校内の防災設備の点検・確認を行う。生徒一人ひとりが災害時におけ
る行動について知識を深め、適切な行動をとれるように指導する。大
規模災害発生時、二次避難場所になることを強く意識し、準備をす
る。

研修旅行の
円滑な運営

集団生活の在り方や公衆道徳など
について望ましい体験を積むこと。

総務部



No3

部　名 成果と課題

B

C

B

【項目ごとの評価】学校自己評価　　A : 達成できている　　B : 概ね達成できている　　C : 少し課題を残している　　D : 課題を残している

生徒の自主活動を支援し、保護者
への啓発を図る。

次の６観点からなる取組を実
践する。

①服装・頭髪に関する指導
②時間に関する指導
③登下校に関する指導
④挨拶・言葉遣いに関する指
導
⑤美化に関する指導
⑥携帯電話・ネットに関する
指導

①

①受験・就職選考にかかわって不適切な事象に対応する。進路指導部と連携し、進路保障へ
の取組を推進する。

念願の人権研究部員が入部し、数年ぶりに活動す
ることができた。

②校内一斉の人権ホームルームを年2回、組織的・計画的に実施す
る。人権作文の課題だけではなく、様々な教育活動をとおして人権尊
重の意識を醸成する。

ア：問題が複雑化しないような初期対応ができたか
イ：問題の発生源の事実を正確に把握・確認できたか
ウ：学校組織として統一した対応を取ろうとしているか

不登校やいじめ、配慮を要する生
徒に関する情報収集と対応を協議
する。

ア：教育相談連絡会を通して、各部署で情報共有ができているか
イ：担任とカウンセラーとの連携を強化し、助言を受けているか
ウ：学校生活への合理的配慮や支援に柔軟な対応が行われているか
エ：いじめ防止等に係る年間指導計画に基づき、実践・見直しをして
いるか

A

自転車通学者に対する安全講習の実施と、警察と
の連携による薬物乱用防止講座を実施した。次年
度も工夫して外部機関との連携を強化し、実施した
い。

BB

A

B

C

②各種奨学金の紹介、受付及び指導を行う。

ア：研修の成果や課題を整理し、情報の共有が図られているか
イ：組織で協働して取り組み、各教員の職能成長が図られているか

生命の尊重、人権の尊重を本校教
育の中核に据え、教職員が豊かな
人権感覚を身につける。

①人権教育講演等の行事を年1回は実施する。

ホームルーム指導等をとおして生
徒の人権意識を高める。

人権研究部の活動を促進し、啓発文書を年3回発行する。

日々の教育実践の改善につながる
具体的なテーマを設定する。

BB

事象の発生に備え、迅速かつ適切に対応できるよう
平素から進路指導部と連携しておく必要がある。

B

シ：校内の使用ルールを徹底しているか
ス：ネットリテラシーの向上を意識させる取組を行ったか

B

進路保障への
取組

人権意識の向上

職員研修

人権啓発

教員の全体研修を年1回は実施し、高人教、私学人推協主催の各種
研修会にも積極的に参加する。チェックシート等を活用し、教員が自ら
の人権感覚を振り返る機会を定期的に設ける。

③

④

⑤

具体的方策（評価の指標）具体的目標

B

生徒指導部

保護者や地域についての情報収集
と、それを共有した上で教職員間の
認識を一致させる。

教育相談
の充実

保護者・地域
への対応

②

学校安全への
取組

規範意識の向上
と

基本的生活習慣
の確立

基本的生活習慣の確立やマナー向上には各家庭
との連携が必要だが、その点で十分なやりとりができ
ていたか反省すべき点がある。結果的に、指導が
不十分だったと感じる。

A A

⑥

B

B

評価項目

次の３観点からなる取組を実践す
る。
①交通安全　　②生活安全
③災害安全

ア：交通安全指導の実施には、警察署と協力・連携を図ったか
イ：自転車通学者に安全講習を実施し、保険加入を義務としたか
ウ：警察や地域の連絡会等との連携を深め、情報共有したか
エ：避難訓練など、平素から防災・減災への意識を高めているか

B

C

C

ク：挨拶や言葉遣いを意識させて学校生活を送らせているか
ケ：教員側から積極的な声かけをしているか

ウ：時間を意識した学校生活を送らせているか
エ：ノーチャイムデーで時間管理意識の定着を確認しているか
オ：年間遅刻回数前年度比10％減

B

私学人推協の会長校として多くの研修を実施し、本
校からも参加して頂いたが、校内の全体研修を実
施することができなかった。

私学人推協の公開HRを無事終えることができた。
公開した以外のクラスも、ICT等を活用し、工夫を凝
らした授業を展開していた。

評価

B

生徒指導提要の改訂を受けて、職員研修の回数を
増やすべきである。

教育相談連絡会を定期的に開催し、カウンセラーと
の連携を深め、助言を指導に生かせることができ
た。

カ：交通ルール遵守と通学路マナー向上を意識させているか
キ：近隣店舗や駅、電車内の利用に課題はないか

ア：生徒と積極的に関わり、人間関係を構築しているか
イ：日々の見た目指導にのる雰囲気を醸成しているか

コ：日々の清掃活動等をとおして、美化意識を高めさせているか
サ：教員が率先して環境美化に努めているか

平城地区生徒指導協議会や西大寺交番連絡会な
ど、地域との情報交換を進め、共通理解を深めるこ
とができた。

B

人権教育部
B

C人権感覚の醸成

B



No4
部　名 成果と課題

A

国公立に1名合格した。関関同立産近甲龍の合格
は57であったが、在籍数が昨年度より50少なく、特
進コースが1クラスしかないことが合格数減少の原
因である。「キャリア・パスポート」には全校生徒が取
り組んでおり、自分を客観的に見つめ、自分の進路
を考えるよい機会となっている。

キャリア教育の
推進

ペーパー資料だけでなく、ICTを活
用した情報発信に努める。

進路情報の
迅速な発信

学力の３要素を
意識した指導

大学入試改革
への対応

【項目ごとの評価】学校自己評価　　A : 達成できている　　B : 概ね達成できている　　C : 少し課題を残している　　D : 課題を残している

進路指導部

奈良大学ガイダンスのブースによる実施や育友会進路指導部会での
施設見学等により、奈良大学の魅力を生徒にも保護者にも発信する。

入試情報を収集し、Classiなどを を利用して共有を図る。入試情報の収集と周知に努める。

B

入試の情報収集と共有ができた。

今年度も実習・実験やグループワークの実施が困
難であったが昨年度よりは工夫して実施できた。今
年度１年生全員でアダプティブラーニングである「す
らら」の活用を実施した。次年度は１，２年生全員で
組織的に行う予定である。

ガイダンス･保護者会･生徒と育友会の大学訪問で
奈良大学の魅力を発信できた。在籍数が少ない中
26名合格であった。次年度はさらに連携を強化し
合格数を伸ばしていく。

１年生全員で「すらら」を活用して、個別最適化学習を進める。また、
その効果を検証して、進路実績向上に繋げていく。さらに、学びの質を
重視した授業改善を図る。

Ｃｌａｓｓｉを活用して、迅速に入試に関する情報発信
が出来た。また、「進路のてびき」の改善を図った。

情報発信の手段として、Classiを有効利用する。
新入生に発行する「進路の手引き」の充実を図る。

①受験対策としての放課後の講習を全学年で実施するとともに、生徒
の志望に応じた個別指導も実施する。

③「キャリアパスポート」を全校生で始業式・終業式に実施する。

④進路説明会・進学ガイダンスを計画・実施する。
模試分析会を実施して指導に活かす。

「知識・技能」「思考力・判断力・表
現力」等、学力の３要素を意識した
指導に努める。

基本的生活習慣については２学期以降からの改善
を必要とする。次年度は更なる向上を図る。

様々な案がでるが、簡単にいかないものなので何度
も話をしていきたい。コロナ禍の中で体育的行事に
ついても工夫と改善をしていくことができた。

他競技との連携もよく行えていた。また、体育部総
会はコロナ禍のため開催できなかった。

B B

B B

体育教育の充実

部活動の充実

計画的・系統的な
進路指導の推進

評価

B
B

B

B

B B

B

奈良大学との連携
奈良大学との連携を強化し奈良大
学の魅力を発信する。
(奈良大学合格目標：50）

体系的な進路指導を推進する。
（合格目標　　国公立：５　関関同
立：10　産近甲龍：80）
「キャリアパスポート」の啓発・指導
に努める。

評価項目

B

保健教育の充実

体操服のリニューアルを計画する。

部活動の活性化を図る。

具体的目標

健全な精神と健康を養う教育を推
進する。

AA

『キャリア教育計画表』を策定する。
　「キャリア教育全体計画」を立案し、各部、各学年、各コース別の
「キャリア教育年間指導計画」を作成してもらい、進行管理を行う。

B

②校内・校外模試・小論文講習・英検対策講習・大学入学共通テス
ト対策駿台映像講座・TOEIC対策講座を企画立案し実施する。

A

B

B

新型コロナへの感染対策を十分に行いつつ、毎時の授業の中に体つ
くり運動を取り入れ、継続的に行っていく。

B

B

「感染予防」と「体力維持」のバラン
スを図る。

体育施設の改修と行事の見直しを
行う。

具体的方策（評価の指標）

部活動において積極的な指導を行い、競技力の向上と人間力向上
に努める。また、他競技、他教員とのコミュニケーションを密にし、体育
部活動総会を行う。

基本的生活習慣を確立させる指導を徹底し、ルールやマナー、時間
を守るなど、規範意識の向上に努める。
他の部署とも連携し、健康保持・危機回避能力を身につけさせる。保
健授業で新型コロナ感染症に伴う「感染症」「生命の大切さ」について
特に重きをおいて指導する。

移転後20数年が経ち体育施設の老朽化が目立つ。施設の改修とと
もに将来的には体育教官室の新設を計画し、機能の強化を図りたい。
また、体育的行事についても、時代とニーズ、学習指導要領を踏まえ
た改善を図る。

計画通りに、また担当教員によって工夫して実施で
きた。

C

計画通りに全ての行事を実施することは、困難で
あった。しかし、工夫をして教育活動を行うことで、
キャリア教育に繋げることができた。

生徒から毎年のようにリニューアルについて要望が
上がっており、実現に向けて方向性を整えている。
他校では体操服を広報活動にも利用しており、その
点で本校は後れを取っている。

A
生徒へのアンケートや教員へのヒアリング、また、県内外を問わず他校
の実態をリサーチし、関係業者とも協議する。

保健体育部

B
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部　名 成果と課題

A

A
生徒からのリクエスト本は、年３回の図書購入時に
必ず仕入れている。

A A
閉館後毎日30分かけて消毒作業を行った。次年
度は2階の自習スペースも、3年生のみだが利用で
きるようにしたい。

国際交流部 国際交流の推進

オリエンテーションの時間に、司書の紹介や本の貸
し出しを行うことにより、新入生の図書館利用が増え
た。

図書館だよりを発行することができなかった。次年
度は、図書委員の意見を載せた生徒目線の図書
館だよりを発行したい。

次年度はポスター作成にとどまらず、図書委員の活
動の幅を広げていきたい。

1年生特進コースがポップ作成に取り組み、優秀作
品1点が学校長表彰の対象となった。

1年生の作品が、奈良県高等学校図書館研究会
賞を受賞した。

評価項目 具体的目標 具体的方策（評価の指標） 評価

A

B

⑥生徒に読みたい本をリクエストさせ、本を購入する際の参考とする。

①オーストラリアの学校とのオンライン交換クラスを実施する。

⑤社会問題のグローバルな視点のための交換プログラムへのSDGsの
包含を促進する。

A

①利用者が求める資料を確実に検索・提供できる準備を行う。

④学校のカリキュラム以外の交換プログラムに参加する機会を生徒に
提供する。

快適な自習スペースを提供する。
コロナ禍のため、自習スペースを１階のみ上限30名とし、利用後は徹
底した消毒作業を行う。

C

⑤読解力の向上と読書活動推進のために読後のポップ作成やレポー
ト作成を促し、その作品を図書館に掲示し、学校長表彰の対象とす
る。

B

B

④夏期休業中の課題として読書感想文を課し、優秀作品はコンクー
ルに出品するとともに学校長表彰の対象とする。

①国語科と連携し、「現代の国語」の時間に新入生を対象としたオリ
エンテーションを実施する。図書館利用、読書の効用等について指導
する。

②図書館だよりを発行し、読書活動を啓発する。図書委員にはお勧
めの本の原稿を書かせる。

③奈良ロータリークラブとの関係をさらに充実させ、交換留学制度を
継続させる。

A現在の国際交流活動を継続すると
ともに、より活性化させていく。外国
との相互理解や友好親善に寄与す
る意識を持ち、自国についての理解
を深め、多様な活動経験や知識を
拡げ、国際的リーダーとして成長で
きる人材の育成をめざす。

読解力・思考力を養うためにも、読
書活動を啓発する。

③秋の読書週間には、図書委員に「読書啓発ポスター」を作成させ、
各クラスに掲示する。

B
授業や探究活動で利用できるように、生徒が図書
検索用のパソコンを使えるようになっている。司書も
問い合わせがあれば、積極的に相談にのっている。

B

A

B

【項目ごとの評価】学校自己評価　　A : 達成できている　　B : 概ね達成できている　　C : 少し課題を残している　　D : 課題を残している

②探究活動の一助となるような資料本の提示を行う。

図書館の活用と
読書啓発

文化図書部 B

C

レファレンスに力を入れ、総合学
習・探究や授業の中で、蔵書を活
用していく。

②生徒の文化的意識を向上させるためにオーストラリア以外の国の仲
間とのすべての2年生のためのオンライン交換クラスを実施する。準
備と実施で生徒と先生方をサポートする。

オンライン文化交流プログラムは大成功であった。
生徒は東南アジアやニュージーランドの仲間と交流
し、SDGs活動についてのプレゼンテーションをとおし
て環境問題について意見交換を行った。将来的に
はまたこのプログラムを実施したいと考えている。
ロータリークラブ交換学生プログラムについては、参
加希望の生徒を募集できた。プログラムを再開にむ
けてローラリークラブ会員との良好な関係を維持す
るため、あらゆる努力をしてきた。今後留学生の受
け入れ家庭を見つけるのが大きな課題である。将
来的に海外留学に興味を示している生徒もおり、
彼らの志をサポートしたい。

A AA
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部　名 成果と課題

生徒会指導部

体験活動と
社会貢献

保育体験活動の充実と、社会貢献
活動への積極的な参加を促す。

特進コースを中心とする本校のカリ
キュラムと出願方式について検討
し、変更点を広報する。

昨年度に引き続き、特進コースの刷新をはじめとする各コースの特性
をより効果的にアピールし、「このコースで学びたい」「このコースで学ば
せたい」という受験者及び保護者、関係者の興味・関心に触れる広報
活動を行う。

コース、カリキュラムに
関する広報

生徒の
主体的活動の充実

環境に適応し、行事や部活動への
積極的参加を促す。

①昨年度中止になった附属幼稚園での保育体験活動(7月・12月の
２回の実施予定）を行う。
自他を尊重し、主体的に行動する力を養う。

各種相談会、個別相談会（12月）
の計画と実施

募集人員を確保し、学校の安定し
た運営に資する。
（目標入学者数：280名以上）

オープンキャンパス、入試説明会、
塾対象説明会、学校見学会、中学
校PTA学校見学会等の計画と実施

一対一のコミュニケーションの機会となる相談会形式の場において、
本校のアピールを積極的に行い、専願受験者の増加を狙う。

委員会活動を活発化させる。

③地域の小中学校を始めとする各団体との交流を通して自他を尊重
する力を養う。（年1回以上の実施）

・各イベントの開催について積極的に宣伝する（ポスター、チラシ等の
作成と配付、学校ホームページの積極的な更新）。
・それぞれのイベントについて、内容を見直し、より効果的な学校ア
ピールのイベントを計画、実施する。
・各イベントを通じて、本校の施設設備の充実を伝える機会を多く設
定する。

①山陵祭（文化の部・体育の部）などを通じて、生徒自身が主体的に
学校行事や生徒会活動に取 り組む場面を作り、連帯感や自己有用
感を高めるよう支援を行う。

②各部活動への積極的な参加(参加目標全校生徒の６割）を促し、
学校生活を豊かなものにする。仲間との協力を大切にする。

生徒会役員と各委員会が連携をとりながら、各学期に一回以上の委
員会活動に取り組む。第１～3学年の縦のつながりを深める。

評価項目

入学定員の充足

・中学校及び塾への直接訪問を継続的に実施する。

・本校の強みである学校施設設備の充実をアピールする機会を多く設
定する。

具体的方策（評価の指標）具体的目標

令和４年度からコースの刷新（特進コースのⅠ類・
Ⅱ類）について、今後もより積極的なアピールを継
続していく。

【項目ごとの評価】学校自己評価　　A : 達成できている　　B : 概ね達成できている　　C : 少し課題を残している　　D : 課題を残している

山陵祭文化の部において、舞台発表を奈良大学講
堂で、午前・午後の2部制で行うことができた。文化
部等の発表は充実したものになった。新入生歓迎
紹介しか参加を促す取組ができなかった。

②子ども服を難民キャンプへと送る活動等を通じて、ＳＤＧｓについて
考え、主体的に深く学ぶ機会とする。

保育体験活動を7月・12月の2回を実施した。12月
にユニセフ街頭募金活動を大和西大寺駅で行っ
た。2月に奈良商工会議所青年部主催のならismに
参加し、奈良市役所の職員の方々や青年事業家
の方々と交流し、奈良の活性化について発表を
行った。

B

C

生活・保健体育委員会・クラス代表者会議は学期
に1回開催することができた。美化委員会の活動が
水曜日の成徳活動のみになったことが課題として
残った。

B

B

B

A

B

C

C C

評価

C

B

B オープンキャンパス、入試説明会等のイベントにつ
いては無事に終えることができたが、新型コロナウイ
ルス感染症への措置として人数制限をせざるをえ
ないこともあり、来場者数については完全なものだっ
たとは言えない。ただし、来場された方には丁寧に
応対することができ、概ね好評であった。

年間を通じて、中学校、塾に対する直接の訪問にく
わえ、受験生や保護者へのアピールを行い、結果と
して定員を充足することができた。ただし、コース別
では定員割れも生じている。また、専願受験生のさ
らなる増加を課題と考える。

B

B B

A

B
入試・広報部

入試関連行事
の運営
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部　名 成果と課題

B B

夢ナビ関心ワード・夢ナビ講義動画などの取組によ
り、進路への意識を持たすことはできた。しかし、自
分が何に興味があり、何をやりたいのかが全くみえな
い生徒がまだまだ多いことがこれからの課題である。

公的デジタルファイ
ル（データ）等の
作成・管理・配信

生徒指導

学校行事のみならずコース・学年・
クラス等における行事及び授業など
に必要な機器の準備（ＩＣＴ機器等）
に対応する。
また、ライブ配信などYouTubeを利
用した動画配信を推進する。

A

教育活動全体を通して教員と生徒との信頼関係を深めていく。また、
ICTを活用することで、放課後に生徒と関わる時間を増やし、安心感
や充実感を与えたい。

教育・事務関係の職務が滞りなく迅
速に進められるように、デジタルファ
イル（データ）の作成・管理・配信を
行う。また、公的メールの管理を行
う。
今年度から導入するChromebookを
活用した授業展開を推進する。

生徒の人権感覚を育み、豊かな人
間性を身につけさせ、自己肯定感
を高めさせる。

進路指導

人権教育

Classiの活用などで保護者との連携を密にし、情報を共有することで
生徒を育てていくスクラムを組んでいきたい。スクールカウンセラーとも
連携し、教育相談の手法を生かして生徒への支援を行う。また、教員
間のコミュニケーションを円滑にし、生徒理解を深めていく。

教師自身が目標を持ち、生徒たちのロールモデルとなるように生活す
る。各種研修に意欲的に参加することでスキルアップを図り、生徒に
還元していく。

Wi-Fi教室における、ＩＣＴ機器を使った授業展開に必要なパソコンの
設定、各種機器の準備などを行う。視聴覚教室は多人数を収容でき
るため、クラス単位での行事が多く、適宜、パソコン等のＩＣＴ機器の準
備を行う。同様に、体育館などにおいても行事を行う場合にＩＣＴ機器
の準備を行う。

校務関係のデータにアクセスを用い、教育（成績等）・事務・入試・進
路等の処理・管理を行う。また、公的デジタルファイル（データ）等の作
成を行う。
校納金、就学支援金等のお知らせ、気象警報、各月の予定、その他
について、生徒・保護者へ一斉メール配信を行う。
公的メールの確認・管理・配信を行う。
インターネットを通じて動画の配信や、中継を行うなど、ＩＣＴ機器をフ
ルに活用する。

教員と生徒とのコミュニケーションを
とおして信頼関係を構築し、生徒支
援を充実させる。

教科指導、学校行事、部活動等す
べての場面で人格形成を目的とし
た活動を実践する。

一人ひとりを大切にした生徒理解に
努める。

目標通り、充分に情報部の役割をこなしている。コロ
ナ終息に近づいているが、保健室と協力し健康観
察調査も毎日集約を行うなど、イレギュラーな業務
もこなした。また、保護者、一般の方からのメール対
応も適切にこなした。

評価項目 具体的目標 具体的方策（評価の指標） 評価

情報部

各行事における
準備・進行

面談等の時間も大切だが、授業の前後や休み時間
に積極的に生徒に関わりに行く姿勢が必要である。
また、部活動に頼ることなく、それ以上に生徒達と
繋がりを持つように授業や休み時間、放課後の時
間を大切にしたい。

B

ある程度、計画通り実施をすることはできたが、学年
で一貫したテーマを決め、各クラスの特色を生かし
たものを作成していく必要がある。

A

B

A A

A

A

昨年度同様、ライブ配信や動画配信（編集）の作業
を行った。また各機器（Chromebook、校務用タブ
レット、可動式プロジェクター等）のメンテナンス、業
者とのやり取りが増大している。

AA

・校内一斉人権LHRを実施する。
・デートDV防止講座を実施する。
・人権教育は日常的であることを念頭に日々生徒に接し、授業やHRを
通して、自己を認め、他者を理解させるための機会を増やす。

B

【項目ごとの評価】学校自己評価　　A : 達成できている　　B : 概ね達成できている　　C : 少し課題を残している　　D : 課題を残している

B

キャリア教育を通じて、早期から進
路指導をスタートさせる。また、奈良
大学との連携を深め、進路選択の
材料を与える。

「Googleworkspace」・「Classi」・「すらら」の学習ツールを軸として、読
解力・思考力・判断力・表現力を向上させたい。また、各コースの進
路に応じた進学講習においては、キャリアアップのための資格取得に
向けた講習を実施したい。

第１学年
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部　名 成果と課題

A

進路指導

・入試制度の変更に対応すべく、進路指導部とも連携して教員研修
の機会を持つ。
・ICT活用教育を積極的に推進し、生徒が自発的意欲的に進路決定
に取り組む意識づけを行う。
・奈良大学の利用や、ガイダンスへの参加のほか、オープンキャンパ
ス等に生徒だけではなく教員も参加する。
・各コース、進路に応じた進学講習や小論文講習を実施する。

A

優秀な生徒を奈良大学へ進学させ
るとともに、同大学への進学者数も
増やす。

生徒の人権感覚を育み、豊かな人
間性を身につけさせる。

B

遅刻の多い生徒に学習面で不安を抱える者が多
い。生活面や、学習に対しての姿勢に関してもっと
自律する意識と、自己肯定感の向上をさせていきた
い。

具体的方策（評価の指標）

第２学年

年間を通じて計画通りに人権HRを実施できた。ま
た、研修旅行においても反戦平和をテーマに展開
ができ、実り多いものとなった。

・校内一斉人権ＨＲを実施する。
・自己を認め、他者を理解するためのHRを毎学期に1度は実施する。
・人権教育は日常的であるべきこと。生徒と触れ合うだけでなく、教師
間同士でも高め合う。
・国際交流部と連携し、国際交流活動の一環として、海外とのオンラ
イン交流を実施する。その中で、各国の文化歴史に関して理解を深め
る。

学年運営

評価項目 評価

B

社会に生きる一人としての自覚をも
たせる。

・研修旅行の実施も見すえ、授業を軸とした学校生活をとおして規律
を守り、かつ主体的に学ぶ姿勢を身につけさせる。
・教師自身が目標を持ち、生徒たちのロールモデルとなるよう、毎日生
き生きとした職業生活を送る。そのために各種研修に積極的に参加
し、自身の知識技術向上に努める。

具体的目標

・Classi等の活用により、情報を迅速に共有し、業務を円滑に進める。
・国語科と協力してビブリオバトルを実施し、自らの内面を見つめなお
す機会、また、生徒同士の他者理解を深める機会を持つ。そして、読
書をとおして社会との接点を得る中で、進路選択を考える一助とす
る。

A

B

A

学年団だけではなく、各教科を通じ
て、一人ひとりに配慮したきめ細や
かな指導を実践する。

A

B

A

キャリア教育を通じて、早期からそ
れぞれの生徒に応じた進路指導を
きめ細かく行う。

B

【項目ごとの評価】学校自己評価　　A : 達成できている　　B : 概ね達成できている　　C : 少し課題を残している　　D : 課題を残している

A

奈良大学にて保護者会を実施することや、総合的
な探究においても奈良大学も施設を活用できた。

キャリアを考える講演会も取り入れ、進路意識向上
にむけての取組は充実できた。

奈良大学に対する興味関心が高まらず、進学希望
者を増やすことにおいては課題が残る。

B

奈良大学との連携を深めるために、
生徒向けガイダンスへの参加も含
め、教員が奈良大学の魅力を知る
機会を増やす。

進路実現や自己実現にむけて、読解力を身に付け
させる取組をもっと増やしていかなければならない。

自主自律の精神をもつ生徒を育成
する。

学校行事や特別活動も含め、日々
の学校生活を円滑に運営 していく
ため、各関係各部と連携を密にし、
学年業務を運営する。

人権教育

引継ぎも含め、他学年との連携を
強める。

B
生徒指導
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部　名 成果と課題

学年においては、一人ひとりに配慮
したきめ細やかな指導を実践する。

生徒自身が自分の意志で進路決
定できるよう自主的な学びの機会を
増やす。

人権教育

進路指導

生徒指導
C

学年運営

生徒の人権感覚を育み、豊かな人
間性を身につけさせる。

行事や特別活動も含め、日々の学
校運営を円滑に進めるため、各関
係各部と連携を密にし、学年業務
を運営する。

引継ぎも含め、他学年との連携を
強める。

・校内一斉人権ＨＲを実施する。
・自己を認め、他者を理解するためのHRを毎学期に1度は実施する。
・人権教育は日常的であるべきこと。生徒と触れ合うだけでなく、教師
間同士でも高め合う。

・ICT活用教育を積極的に推進し、生徒が自発的意欲的に取り組む
意識づけを行う。
・各種ガイダンス、オープンキャンパスなどに生徒だけではなく教員も
参加する。
・各コース、進路に応じた進学講習、小論文講習や英検講習を実施
する。
・キャリア教育は日常的であり、生徒と触れ合う時だけでなく、教師間
同士でも高めあう。

具体的目標評価項目 具体的方策（評価の指標） 評価

B

B

B

A

B

A

A

A

A
A

学年が進むにつれて、男女共に頭髪服装の乱れが
見られる傾向があった。初期対応がとても大切だと
思う。

A

B

【項目ごとの評価】学校自己評価　　A : 達成できている　　B : 概ね達成できている　　C : 少し課題を残している　　D : 課題を残している

第３学年

様々な取組の中で、ＩＣＴをうまく活用し、生徒の自
発的な進路実現をサポートできた。

各種オープンキャンパスや看護体験などにも参加を
促し、生徒の進学意識を高めることができた。

社会に生きる一人としての自覚をも
たせる。

自主自律の精神をもつ生徒の育成
をする。

・学校生活において生徒だけでなく、教員も明るい挨拶を心がける。
・授業を軸とした学校生活をとおして規律を守り、かつ主体的に学ぶ
姿勢を身につけさせる。
・教師自身が目標を持ち、生徒たちのロールモデルとなるよう、毎日生
き生きとした職業生活を送る。
・各種研修に積極的に参加し、自身の知識技術向上に努める。

Classiの活用により、情報を迅速に共有し、業務を円滑に進める。月に
1度の学年主任会を実施し、各行事を含め次年度への改善につなげ
る。

学年集会を数回実施し、各教員に話をしてもらうこ
とで、学年団としての意識やまとまりを強めることが
できた。

各クラスともＣｌａｓｓｉを活用し生徒や保護者との連携
を密に取っていた。

今年度は特に進路部との関連行事も多く、協力して
運営を行うことができた。

A
各クラス、趣向を凝らした人権ＨＲを実施し、人権教
育を進めることができた。

キャリアの意味を理解させ、日常生
活のなかの些細な出来事・小さな
気づきを大切にする。

早期からそれぞれの生徒に応じた
進路指導をきめ細かく行う。
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部　名 成果と課題

B

A

具体的目標 具体的方策（評価の指標）

B

生徒理解を深め、個別指導等を行い、それぞれに合った進路指導を
行う。

授業を大切にする姿勢を養い、振りかえる機会を設けることで、学力
の定着を図る。

B

評価

②検定対策講習や小論文講習、各種検定試験に取り組む生徒を増
やし、入学試験でアドバンテージを持てる生徒を増やす。

①大学ガイダンスやホームルーム活動、総合的な学習・探究の時間
を通じて進学への意識を高め、早期に進路目標を持つための指導を
行う。

①授業を大切にする意識を醸成し、小テストや演習を通じて理解を深
め、運用能力を養う。

職業観を養うことで、進路について具体的に考える機会を設ける。

ＩCT教育、対話的な教育などを積極的に取り入れ、生徒の興味関心
を引き付ける授業を展開する。

A

B

標準コース

進路指導

評価項目

生徒指導

A

B

A

A

A

他コースよりも多種多様な進路が見受けられるとい
う点を意識した指導を心掛けた。職業観を養うとい
う機会は少なかったので、そこを連動させた指導が
必要。

B

B

B

B

生徒のニーズに合わせた進路指導

基礎学力の定着と向上

徳育の推進

基礎学力の充実と学力の向上を図
る。

多様化する個人、家庭を理解し、そ
れぞれ応じた指導を実践する。教
師と保護者の協力のなかで生徒の
規範意識を確立し、他者理解や思
いやりの心を育てる。

進学実績の向上、生徒の適性に応
じた進路実現をめざす。

③生徒の適性・学力・志望に応じた個別指導を行う。

自己理解を深め、他者と協調することができる態度を身につけさせる
ことで、円滑な人間関係を構築させ、充実した学校生活が送れるよう
に支援する。

正しく制服を身に付け、校則を順守できるように指導する。

②検定対策講習を中心とした進学講習、その他検定等に取り組む生
徒を増やす。目標を持ち、スモールステップを経て自学自習の質を高
められるよう指導する。

①日常的な声かけはもちろん、必要に応じて２者･３者面談や家庭訪
問を積極的に行い、生徒理解と保護者との協力体制構築に努める。
進路変更者の絶無に向けて取り組む。

③TPOでの適切な言動を指導する。また、清掃活動や防犯教育等を
積極的に利用する。

②関係教員や生徒指導部、必要に応じて養護教諭、スクールカウン
セラーとも連携を密にし、教育相談会等を通じて心身に問題を抱える
生徒への支援に取り組む。

③模擬試験への準備や復習に積極的に取り組む意識を持たせ、学
力定着に努める。

授業を中心に小テストやプレゼンテーション、ペア・
グループワークを通じて生徒の主体的かつ協同的
活動が多くみられた。検定に特化した進学講習にお
いても、進路のために以前より多い熱量で取り組む
生徒の姿が目立ち、本校の検定への取組が活性化
されたように感じた。

B

B

【項目ごとの評価】学校自己評価　　A : 達成できている　　B : 概ね達成できている　　C : 少し課題を残している　　D : 課題を残している

学習指導文理コース

生徒理解・指導

進路指導

担任を中心に生徒の適正を見極め、早期から情報
収集と準備に余念が無かった。共通テストや一般入
試を受験する生徒もおり、文理コースとして１～3科
目受験に粘り強く取り組み合格した生徒が数名い
た。来年度も第一志望合格のために尽力したい。

日常的に生徒へ声かけすることで良い関係を構築
でき、身なりや時間を守る指導はほぼ行き届いてい
ると感じた。保護者との信頼関係も生徒との関係が
大きく影響しており、特に困難な場面は無かったよう
に感じた。特に配慮を要する生徒へも、関係機関と
の連絡を密にすることでスムーズな支援が行えた。
ＴＰＯでの適切な言動の指導においても先生方の良
い働きかけで生徒の自発的な良い言動が随所で見
られた。

B

A

B

B ICT教育に関しては、多くの教員が積極的に活用し
ている。座学が難しい生徒が多いという現状をふま
えた指導をしており、今後も継続と発展が求められ
る。

他者と協調する態度が苦手な生徒が、人間関係の
構築で苦労することが多かった。教員が橋渡しの役
割をする機会を増やしていくことが必要。女子のス
カート丈の指導は、今後も要指導案件。

学習指導

B

B
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B

B

D

D
オーストラリア語学研修旅行を充実
させることにより、グローバルな人材
の育成をめざす。

①研修旅行の事前指導として、グループでの研究・発表を通してオー
ストラリアについて主体的に学び情報を共有する。

②研修旅行委員を中心に、「キャンベラ・奈良キャンドルフェスティバ
ル」での発表内容を検討し、パフォーマンスの練習を行う。

③交流先であるキャンベラの学校が来校した際、積極的に交流活動
を行う。

⑤研修旅行の事後指導として、各自設定したテーマに基づく「レポート
集」を作成する。

③クラス編成のあり方を再考し、生徒の力を伸ばすためにできるだけ
効率のよい方策を考え、実施する。

①コース会議・教科担当者会議を通じて、個々の生徒に関する情報
を共有し、日々の教育活動に活かす。

②模試の分析を充実させ、生徒の学力・志望に応じた個別指導を積
極的に行う。

進学指導

生徒一人ひとりの夢の実現に向け
て尽力し、進学実績の向上を図る。
＊合格目標：国公立・関関同　立・
産近甲龍の合格者数が昨年を上
回るようにする。特に特進コースⅠ
類は産近甲龍に全員合格を目指し
ている。
＊英語検定：全員２級合格

④コース集会を学期に一度行い、受験勉強に対するモチベーションの
アップを図る。3年生や卒業生から話をしてもらう機会も多く持つように
する。

⑤ICTを十分に活用して大学調べをさせ、「自分で道を切り開く」という
感覚を大切にさせる。また1年生はChrombookを活用しすららを積極
的に行っていく。

生徒指導
配慮の必要な生徒に対して、養護
教諭・カウンセラーと連携しながらサ
ポートする。

コース会議・教科担当者会議を随時開いて情報交換することにより、
教員間で共通理解・共通認識を持つように努める。

国際交流

評価評価項目 具体的目標 具体的方策（評価の指標）

④定期考査や模試を十分に活用し、実践力を養う。

勉強する意義をしっかり伝えなが
ら、何のために勉強するのかを考え
させる。

授業を大切にし、自学自習での復
習を徹底することで、、基礎学力の
定着を図り、受験に対応できる応用
力の向上に努める。

①朝学習・授業・ＮＦ実践（自学自習）・進学講習等をとおして、勉強
の意義・姿勢・方法等を指導し、効率的に学力を伸ばす学習習慣の
定着を図る。

②小テストを多く行い、家庭学習の習慣をつけるとともに、学習内容の
定着確認を行う。

③生徒の到達度に応じて、使用教材を工夫する。

【項目ごとの評価】学校自己評価　　A : 達成できている　　B : 概ね達成できている　　C : 少し課題を残している　　D : 課題を残している

D
④外国人講師を招いて、研修旅行を想定した英会話授業を実施す
る。

D

B

B

勉強する意義を示したものを廊下に掲示し、生徒た
ちへ周知させた。朝学習・小テスト・講習などで、受
験に対応できる力を身につけさせるべく、各担当で
工夫をした。特にすららを活用した学習により中学
校の抜けを補えるようにした。

B

B

A

B

新体制特進コースⅠ類１期生において英検準２級
合格者が９０％になった。さらに模試の成績も今ま
でになく高く伸び率もよい。苦手科目も克服しながら
さらに飛躍したい。コース集会では卒業生に勉強の
大切さを話してもらい意味のあるものとなっている。

所帯の小さい特進コースなので、生徒の情報共有
は常に職員室内でできていた。

昨年度は実施できずに国内研修旅行となった。一
人の感染者を出すこともなく無事に終わった。
その代わりに、様々な国の人達とオンラインで交流
する企画が行われた。事前学習やプレゼン作成な
どの活動が積極的に行われた。

A

D

A

B

特進コース

学習指導

D

B

B

A


